
メグスリノキメグスリノキ
Acer maximowiczianum Miq.
ムクロジ⽬ ムクロジ科 トチノキ亜科（クロンキスト体系: カエデ科）
  枝を煎じて飲むと視⼒がよくなると⾔うところから名前がついた。雌雄異
株。栽培した若⽊は雄蕊もあったが今は雌株。葉の両⾯、葉柄、花柄に多くの
⽑がある。宮城県〜九州に⾃⽣。⽇本海側にはない。
  原産地・分布: ⽇本
Acer 属属 花産業必修花産業必修1000属検定属検定 C級級
カエデ属：イロハモミジ、イタヤカエデ
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